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揮発性有機化合物（ＶＯＣ）のモニタリングと都の取組 
 
 

１ ＶＯＣのモニタリング 

（１）有害大気汚染物質モニタリング調査 

○大気汚染防止法第 18 条の 44 第 1 項及び第 22 条第 1 項の規定に基づき、東京都内

における有害大気汚染物質について、優先取組物質を中心に汚染の状況を把握・評

価し、大気汚染防止対策の推進に資することを目的として有害大気モニタリングを

実施しており、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）についても 17項目を調査 

○都内 14地点で測定を実施。バックグラウンドとして檜原大気測定所で測定 

○環境基準設定項目（ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジク

ロロメタン）については、各年度で多少の増減はあるが概ね右肩下がりの傾向とな

っている。なお、近年は横ばいの状況である（図１）。 

 

図１ 環境基準設定項目の経年変化 
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（２）ＶＯＣ多成分調査 

○ＶＯＣには有害大気汚染物質モニタリング調査の優先取組物質以外にも有害性が

認められるものや光化学オキシダントの原因物質なども存在 

○都では、毎月有害大気汚染物質モニタリング調査で採取した大気試料を用い、可能

な限り多成分についてＶＯＣ測定を実施（上記物質含め、110物質（表１）） 

○大気濃度の概ね 80％を上位 25 物質で占めており、その大半は優先取組物質以外の

物質である。また、光化学オキシダント生成の寄与度の指標となるオゾン生成ポテ

ンシャル濃度（ＯＦＰ）も概ね 80％を上位 25物質で占めているが、大気濃度とは

物質組成が異なるため、ＯＦＰでの評価も重要となる。 

 

表１ 測定物質 
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図２ ＶＯＣ個別成分濃度（令和３年度） 

（左：大気濃度(μg/ｍ3)、右：オゾン生成ポテンシャル濃度(μg-O3/ｍ
3)） 

     

※令和３年度都内一般環境大気濃度(八王子市除く)  
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（３）VOC 連続測定について 

○ （１）や（２）は月１回の 24時間サンプリングによる調査のため、大気中のＶＯ

Ｃの挙動を十分に把握することは困難である。都ではＶＯＣ連続測定装置による

１時間毎のモニタリングを実施。平成 18 年度より順次導入し令和５年度時点は

都内４か所に設置（大田区東糀谷局、江東区大島局、板橋区氷川町局、環八通り

八幡山局） 

※令和５年度から当面の間、大田区東糀谷局については大田区大森に仮移設中 

○ 時限的に設置していた４か所については、令和４年度で測定を終了（江戸川区南

葛西局、江戸川区鹿骨局、品川区豊町局、国設東京新宿局） 

○ 365日、24時間の挙動が把握できるため、より詳細な要因分析が可能（図３） 

 

図３ 時間及び曜日別平均濃度（大田区東糀谷局、令和３年度） 
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２ 都の取組 

【事業者等への対策】 

・「Clear Skyサポーター」登録制度による普及啓発 

・光化学スモッグ注意報及び予報発令時の協力工場等への燃料使用量削減要請 

・低公害・低燃費車の普及、エコドライブの周知 

・「ＶＯＣ対策セミナー」の開催、「ＶＯＣ対策アドバイザー」の派遣及び「東京都

ＶＯＣ対策ガイド」による低ＶＯＣ技術等の普及 

・印刷や工場内塗装、ドライクリーニングの作業工程で使用する低ＶＯＣ機器の導

入経費補助 

 ・給油所（ガソリンスタンド）における燃料蒸発ガス回収機能の付いた計量機の普 

及促進への導入経費補助 

 

【都民への普及啓発】 

・光化学スモッグ発生の際は自動車の使用抑制等をＨＰで呼びかけ 

・大気環境に対する興味・関心を持つよう、ＳＮＳ上のイベントなどを実施 

・暮らしに身近な生活用品について低ＶＯＣ商品の普及啓発 

 

【近隣県市との連携】 

・各都県市のホームページに夏季のＶＯＣ対策を掲載 

・夏季のＶＯＣ対策の共通リーフレットの作成・配布 

・ＶＯＣ排出事業者への協力要請を夏季に重点実施 

 

【調査研究】 

・光化学オキシダント高濃度時のＶＯＣ挙動等の解明 

 

 

３ その他（DX 促進に向けた取り組み） 

○ 有害大気汚染物質モニタリング及び VOC 連続測定データについては、データ活用

の観点から令和元 年度測定分よりオ ープンデータカタ ログサイト

（https://portal.data.metro.tokyo.lg.jp/）に掲載 

○ 過去のデータについても順次掲載予定 
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オープンデータカタログサイト画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


